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誰もが

利用しやすい

安全に

移動できて

使いやすい

みんなにとって

楽しい遊び場

遊びの要素が豊富で、 冒険や挑戦を促し、 みんな

にとって魅力的な遊びができる。

それぞれのペースで、 みんなが自分に合った遊びを

楽しむことができる。

多様性を認めながら、 みんなと自然に関わることが

できる。

出入口および駐車場から目的地までの動線が、 明確

でわかりやすい。

移動に困難がある人でも、 安全にストレスなく移動できる。

みんなが使いやすい公園施設であるための配慮がな

されている。

案内表示や標識がわかりやすく、 誰でも容易に理解できる。

誰もが居心地の良い公園へ。

　公園は、 誰もが安全に楽しく利用できる場であることが大切です。 年齢や障がい

の有無にかかわらず、 同じ空間で一緒に楽しめる環境が求められます。 障がいの

ある方や付添の方が容易に移動できるよう物理的環境を整え、 安心して過ごせる

よう危険を取り除きます。 また、 多様な遊びを個々に選べるよう配慮することで、

気軽に集い、 自然と人と関わる力を育む場となるよう設計しましょう。

公平性

公園の情報を事前に、わかりやすく知ることができる。

必要な人が、 必要な施設を、 利用しやすい。

遊具に魅力を感じない。

障がいがあっても楽しめるか、不安。

誰でも来やすい場所になっていない。

こうして　　　　　　　　　解決！

遊び場はみんなでつくり、育てることが重要。子どもをはじめとした多様な主体

に意見を聴き、対話しながら遊び場づくりを共に進めていく。

多様なニーズに配慮し、みんなが公平に遊びを楽しめるインクルーシブな公園

づくりを推進する。

障がいの有無にかかわらず、みんなが遊べる公園は「心のバリアフリー」という

意識を育てる場所となる。
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使いやすさ

お年寄り、障がい者等が円滑に移動できるよう連続性の確保に努める。

園路の幅を確保し、勾配を最小限にして段を設けないなど、配慮する。

園路が途切れていて移動が大変。

園路の幅が狭く、段差があって移動できない。

こうして　　　　　　　　　解決！

わかりやすさ

利用の可否を判断できるよう、公園施設の情報を提供する。

使いたい施設がどこにあるのかわからない。

障がいがあって、設備が整っているか、不安。

こうして　　　　　　　　　解決！

案内や表示をわかりやすくし、点字表示等を使ってみんなが理解できるよう

配慮する。

うみどり公園
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